
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

3,627 千円

4,980 ≫千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 3,627 千円

担当課 福祉保健部　長寿介護課 課長 前川　靖彦

担当者 川嶋　富久 問合せ先 0957-53-8141（内線203）

高齢者の社会参加政策においては、現役を退いた高齢者が、個人のための生きがい対策としての側面が強
かったが、高齢化が進むにつれて、高齢者は社会や地域に貢献する人材として求められるようになった。
現役時代の豊富な知識と経験を活かし、高齢者の家事援助から多世代交流による子育て支援まで、その活
動が重要視されるようになってきている。

１）　目的
高齢者の社会参加をより一層推進する事を通じて、元気な高齢者が生活支援やデイサービスでの補助的役
割を行い、社会的役割をもつことで、生きがいや介護予防につなげる。

２）概要
市内の保育所や幼稚園、学童保育所、またデイサービス事業所などへの受け入れを積極的に推進するた
め、シルバー人材センターからの派遣費用の一部を負担し、業務を委託する。

３）対象
市内の保育所や幼稚園、学童保育所、デイサービス事業所、地域ふれあい館、町内会・老人会の会合等

施策 0602
高齢者の生きがいづくりと介
護予防の推進

≪≫の金額 補正予算要求時…当初・繰越予算の合計額
　　　　　 新年度予算要求時…当初・繰越・補正予算の合計額

事業名 シルバーお助けサポート事業 縮小 予算額

事業期間 平成29年度 ～ 平成31年度 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

シルバーお助けサポート事業のフロー図
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

活動人員（延べ人数） 目標値 257 257 257 -

目標値

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

レクレーション活動件数 目標値 件 29 29 29 -

保育施設活動件数 目標値 件 157 157 157 -

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 H28 H29 H30 H31 H32 H33 合計
事業費 0 5,543 4,980 3,627 0 0 14,150

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 5,543 5,543

一般財源 4,980 3,627 8,607
人件費 893 787 787 0 0 2,467

職員(人) 0.12人 0.10人 0.10人 0.32人
時間外勤務(h) 10h 30h 30h 70h

効率性
(コスト)

3か年の委託事業として、その後自主運営につながるよう、市の事業としては年々縮小し実施
する。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり

嘱託員(人) 0.00人
フルコスト 0 6,436 5,767 4,414 0 0 16,617

評価調整
委員会評価

妥当性
(市の関与)

現役を退いた高齢者が、本人の生きがいづくりだけでなく、社会資源の重要な地域の人材と
して働けると言うこと、人に頼りにされるという充実感を抱くことで、本人の予防につなが
るだけではなく地域全体の介護予防への自助意識を高めることができるため、市の関与は妥
当である。

有効性
(施策貢献度)

現役時代の豊富な知識と経験を活かしてた活動を実施することにより、若い世代に豊富な知
識と、経験を伝授することができるため、市の若い世代の人材育成としても有効性である。


